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オフィス／ホテルの効果的な複合（平面計画、外装計画） 

 ・当計画においては、機能更新・街並誘導型の地区計画制度を最大限活用し、効率

の良いオフィスと、居住性の高いホテルを両立する事を目指した。 

 ・各用途に求められる機能性・快適性を考慮し、低層をオフィス、高層をホテル客

室、最上階をフロント・レストランとするスタッキングが決定された。また、構

造スパンは、オフィス階モジュール、ホテル客室構成をふまえ6000スパンとし、

事務室階においては 600 モジュールの効率的な執務空間を確保し、ホテル階に

おいては、間口3000のゆとりのある標準客室配置とした。 

 ・EV・階段などのコアは北側に集約配置すると共に、オフィスEVシャフト上部を

光庭とする事で、客室採光を確保し、特色のある客室構成としている。 

 ・オフィスとホテルを内包するメインファサードは、各用途の機能・要求を活か

しながらも統一感のある外装とすべく、共通要素としてフルハイトの LOW-E ガ

ラスカーテンウォールとしているが、ホテル階は、内部に水平アルミルーバーと

LED 照明を内蔵したダブルスキンとしている。東京駅周辺のダイナミックな眺

望を確保しながらも、交通騒音低減・快適な温熱環境の確保といった、客室居住

性の向上を実現している。また、交差点に位置する視認性の高いファサードとし

て、時間と共に変化する、落ち着いた深みのあるたたずまいとしている。 
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設備システムの効率化、効率的運用 

 ・省エネルギーへの配慮、ホテルグレードに見合った設備計画、メンテナンス性の向上をテーマに設備計画を行った。 

 ・一例として、オフィスエリアは当社開発の600mmグリッドシステム天井「O-GRID」を採用し、間仕切り可変の自由度をあげている。また、

照明器具はランプ1本で必要照度を確保できる高効率照明器具「エコルミ」を採用し約22％の省エネ効果を達成している。初期照度抑

制機能を器具に組み込むことで、複雑な回路構成を排除し、かつ維持管理の簡素化をはかり、更なる省エネ効果を実現している。 

 ・空調、照明、セキュリティ等の各設備を中央監視設備にて集中監視とし、連動制御にて無駄なエネルギーを抑制できるよう計画してい

る。また、主要部分に計量を行い運用面にてフィードバックを行えるよう配慮している。 

 ・外気処理は、空冷ヒートポンプ式熱回収外調機とした。これは外気側と排気側をヒートポンプサイクルでつなぐことにより熱回収を図

るもので、これにより換気による熱の損失を最小化している。冬期の加湿は、まずヒートポンプ外調機にて気化式加湿を行う。そして、

不足分を電極式加湿器により加湿することにより２段階加湿をしている。これにより冬期のホテルにありがちな不快な乾燥状態を最

小化する工夫をしている。 

全電化、エコキュート 

 ・建物全体を全電化とし、設備システムの高効率化を図ると共に、

運用上は業務用全電化割引を受けることができた。これによるラ

ンニングコストの削減効果は空調および給湯部分の比較で、燃焼

式に比べて設計時点では約 45% と試算した。 

 ・また、各種割引が可能になり、全電化のメリットを最大限に活か

すことができた。電力料金の割引メニューとして、①業務用蓄熱

調整契約、②業務用電化厨房契約、③業務用空調システム契約、④

業務用オール電化契約の 4種類の適用を受けている。 

ホテルの給湯は業務用エコキュート（自然冷媒ヒートポンプ給湯

器）による給湯システムとした。 

 ・エコキュートは貯湯槽と組み合わせてシステムを組むので、負荷

の平準化に有効である。90℃の高温出湯が可能なエコキュートの

特性を活かして水槽容積を小さく出来る高温水槽、そして安全を

考慮して 60℃の循環水槽を設けることとした。 
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